
業務自動運用支援システム

Expert Library Factory

キーボードとマウスを自動操作することで定型作業の自動化を実現するキーボードとマウスを自動操作することで定型作業の自動化を実現する
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はじめに
企業が「業務の効率化により工数削減」をする「安定した業務運用で信頼性向上」といったことを実現するためにDX(※1)やRPA(※2)という
いわゆるIT化の推進を行う必要があります。

しかし現実問題として、対応するソフトウェア・実現手法は各社から多く提供されてますが、いずれも導入から運用まで高額であり
自社に根付く保証もない状態で、対費用効果を考慮すると二の足を踏むケースが多いのではないでしょうか。
そこで、すぐに始められるIT化の一環として「業務自動運用支援システム」オートパイロットを提供いたします。
評価版は無料で提供し、「効果が期待でき業務に適用したい」と判断された企業様にのみ販売をいたします。
実務において、同じ作業を何回も行うＰＣ作業については「キーボード入力とマウスの操作」を記録し、いつでもワンクリックで
作業を再現することができます。

【特徴】
・必要な操作は作業を記録させるだけですので、「キーボード入力とマウス操作」ができれば使用できます。
・あらゆるアプリケーションを起動・実行できるため、ほとんどのＰＣ業務（※3）の記録・再生ができます。
・よく使う操作は「アクション」として登録してありますので選択するだけです。
・記録したキーボード入力とマウス操作は、指定時間にスケジュール実行することもできます。
・登録できる作業や操作に制限はありません。

【効果】
・自社で使用している特有のソフトウェアの基本操作を記録させることで、業務の伝承が容易になる。
・操作が自動化され、ＰＣの操作ミスがなくなる。

→「業務の効率化により工数削減」と「安定した業務運用で信頼性向上」が期待できる。

※1:企業がデジタル技術を活用してビジネスプロセスやサービスの改善を行い新たな価値を生み出すことを目的とした取り組み
※2:ソフトウェアロボットによる業務の自動化ツール
※3:例1)毎朝9:00に宿泊顧客の運用サイトに自動ログインし本日の宿泊客の詳細をダウンロードしメールで担当者に送信する。

例2)暗号化された「パスワードを格納したエクセル」を復号化して、そのユーザ名とパスワードで運用サーバにリモートデスクトップ接続する

★本資料では概要のみ説明します。詳細な機能は同封される「オートパイロット_マニュアル」を参照してください。
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オートパイロット とは

作業とは → 複数の「キーボードとマウスの操作」で構成される作業の単位です。（後述:作業の具体例で説明）
操作とは → 「マウスのクリックやキーボードからの値の入力」といった具体的な操作の総称です。（後述:操作の作成で説明）
アクションとは → 「テンプレート一覧」に登録されたキーボードとマウスの操作です。 （後述:操作の作成で説明）

作業（作業名の登録のみ） ＞ 操作（操作名を登録しアクションを選択） ＞ アクション（一覧から選択し詳細を設定）
即時実行、スケジュール実行 ステップ実行で確認しながら作成 マウスとキーボード操作のテンプレートから選択

定型のＰＣ作業 ＰＣ作業の自動運用
による作業効率化

ワンクリックで即時実行
時間を指定してスケジュール実行

作業に名前を付けて登録する
登録できる作業数は無制限 登録できる操作数は無制限

操作は一覧から選択することで
簡単な操作ならマウス操作のみ
で登録可能

記
録

再
生✙
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作業の具体例
ＰＣ作業で常に行っている作業をリストアップし作業名を登録します。

以下は筆者の登録済の作業例ですので、実際の業務は個別毎に異なります。

AutoPilotの初回起動時は、左記の一覧表には何も表示されませんが、
「作業の追加」ボタンをクリックすることで、自身の定型作業を登録
します。
左記の一覧表を見ていただくとわかりますが、基本的にほとんどの
定型作業を自動化することができます。

作業の追加
新しい作業を追加します。（操作の登録画面に推移します）

作業名の更新
変更したい作業を一覧から選択し、作業名を変更後に「作業名の更新」ボタンを
クリックします。

作業の実行
実行したい作業を一覧から選択し「作業の実行」ボタンをクリックします。
また、作業を選択しダブルクリックしても実行されます。

作業の詳細
登録済の作業の操作を編集します。（操作の登録画面に推移します）

タスクトレイ
作業一覧の画面をタスクトレイに格納します。

開始時刻 開始と停止
作業の開始時間を設定して開始ボタンをクリックします。（停止は停止ボタン）
※残り時間は、次のスケジュール実行までの時間を示します。
※スケジュールされた作業は赤いラインになり緑のクルクルマークが回転します。
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操作の作成

目的の作業の「キーボードとマウスの操作」を一つずつ実行し操作として記録します。

以下は筆者の「[02]暗号管理サイトに２段階認証でログインする」の操作例です。
毎回、非常に手間のかかる作業でしたが当ツールでワンクリックで実現できました。

操作の初回起動時は、左記の一覧表には何も表示されませんが「新規」ボタンをクリック
しながら操作を一つずつ登録します。（挿入と削除はその名の通り）

左記の一覧表を見ていただくとわかりますが、いかに複雑な作業でもキーボードとマウスの
操作の集合体となります。
いったん登録してしまえば以降は、すべて自動操作が可能となります。

操作する名称
必須ではありませんが、この操作が何をしているかを判断するために分かりやすい操作名を記載します。

横縦座標
操作を実行（クリック等）する画面のXY座標を「座標取得ツール」を使って登録します。

（後述:座標登録ツールで説明）

アクション
実行したい操作を「アクション」のコンボボックスから選択します。

（後述:アクションの種類で説明）

停止秒
操作のアクションを実行して、次の操作を実行するまで「秒数」を指定します。
※デフォルト値が設定されますが、確実に前処理が完了する秒数を指定してください。

選択した操作の動作試験
操作一覧でチェックで選択した操作のみ「選択した操作を実行」ボタンをクリックして実行させます。

繰り返し処理の設定
操作の繰り返しを行いたい場合は、開始行～終了行と繰返数を指定します。
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座標登録ツール
操作の一覧画面には、下記「座標取得ツール」が付属します。

操作を実行したい（クリック等）座標を「赤いスコープ」中心を合わせマウスをクリックします。

★目的の座標でクリックをすると、その座標は記録され操作の「縦横座標」に自動反映します。
その後、１秒の間「座標取得ツール」が消えます。その間に対象を実際にクリックできます。クリックして「次の操作」の登録を続けてください。

NEW

操作の一覧画面の「新規」ボタンと同じです。
「操作の一覧画面」に戻らずに、当ツール内で操作を新規作成できます。

CLS

操作の座標値をクリアします。
座標値が不要なのに、座標値を指定した場合に使用します。

INS

操作の一覧画面の「挿入」ボタンと同じです。
「操作の一覧画面」に戻らずに、当ツール内で操作を挿入できます。

※画面の上下左右の場合は、マウスのクリックが難しい場合があります。
その場合は、マウスのカーソルを目的の座標に合わせて「ESC」キーを押下すると座標が記録されます。
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アクションの種類 １
アクションのコンボボックスには、使用頻度の高い操作が設定されています。

下記に概要を説明します。

❶ マウスのクリック、ダブルクリック、右クリック
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アクションの種類 ２
❷ 文字を入力する

❸ テキストの複写と貼付
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アクションの種類 ３
❹ 指定秒間は停止する

処理の内容によって一定時間の停止を必要とする場合に指定します。(指定秒とは別に明示的に停止させたい場合)

❺ 各種キーを入力する
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アクションの種類 ４
❻ ショートカットを入力する

Ctrl+C と Ctrl+V はテキスト以外の「複写と貼付」での使用を推奨します。

❼ アプリケーションを実行する
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11

値はクリックボードに保存されます。



アクションの種類 ５
❽ アプリケーションの表示設定

「❼アプリケーションを実行する」と対で使用します。
起動したアプリケーションのサイズを固定することで、マウスのクリック座標が常に同じ値になるようにします。

960
(横座標)

20 (縦座標)

720 (縦高)

960
(横幅)
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製品仕様
製品名 業務自動運用支援システム オートパイロット

動作OS Windows7 以降のWindows （64ビット版で動作）
Windows_7 / 8 / 8.1 / 10 / 11 
Windows-Server2008 / 2012 / 2016 / 2019 / 2022

推奨メモリ 2GB以上

開発環境 Visual Studio 2022 C++

著作権 Expert Library Factoryがすべての権利を有します

ライセンス料 商用利用に限り有料（個人利用は無料）
詳細はお問い合わせください。

インストール方法
ダウンロードした「AutoPilot_x64.msi」を実行してください。

【重要】
WINDOWSでは「WINDOWSによってPCが保護されました」（※）とメッセージ表示される場合があります。
その場合は、画面の「詳細情報」をクリックし「実行」ボタンをクリックしてインストールを続行してください。

※アプリケーションセンター以外のソフトウェアのインストールの場合に表示

特記事項 スケジュール実行を待機している場合は、スクリーンセーバーやWindowsの自動ロックは解除されます。
※スケジュール実行が定義されていない場合は、上記の限りではありません。

連絡先 Email goldman@ymail.ne.jp 渡辺まで
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